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現
在
、
日
本
は
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
景
気
回
復
が
続
い

て
い
る
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
身
近
な
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
相
次
ぐ
値
上
げ
は
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
の「
構

造
改
革
」な
ど
の
推
進
は
、
国
・
地
方
の
政
府
間

関
係
や
行
財
政
制
度
、
社
会
保
障
制
度
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
も
、
今
、
ま
さ
に
大
き
な
岐
路
に
立
っ

て
い
ま
す
。
人
口
構
造
の
変
化
か
ら
、
少
子
長
寿

化
に
対
応
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
や
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
向

け
た
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
成
長
期
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
改
修
や
建

て
替
え
の
時
期
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
更
新

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
制
度
の「
大
転
換
期
」と
、
社
会

資
本
・
都
市
施
設
の「
大
更
新
時
代
」を
同
時
に
迎

え
た
今
、
時
代
の
要
請
を
真
摯（
し
ん
し
）に
受
け

止
め
つ
つ
、
都
市
の
快
適
な
環
境
と
活
力
を
維
持

し
、
安
全
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
政
の
基
本
的
な
課
題
で

す
。そ

こ
で
、
私
は
、
本
年
度
を
、
安
全
に
、
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る「
輝
く
ま
ち
三
鷹
」

を「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」に
よ
っ
て

継
続
的
に
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
未
来
へ
の
投
資
」を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年

と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
三
鷹
市
が
、
皆
様
に
と
っ

て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を
果
た
す
と

と
も
に
、
共
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
を
実
現
し
、

直
面
す
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
未
来
に
向
け
て
希
望
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
、
確
か
な
三
鷹
の「
ま

ち
の
か
た
ち
」を
提
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、「
未
来
へ

の
投
資
」と
し
て
次
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
基
本

に
据
え
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
る
経
営
資
源
の
重

点
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
計
画
的
な
維
持
・
保
全
を
行
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、

「
都
市
の
更
新
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
「
第
３

次
基
本
計
画（
第
２
次
改
定
）」の
最
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
、
公

共
施
設
の
一
元
管
理
を
行
う「
公
共
施
設
課
」の
設

置
に
向
け
た
組
織
条
例
の
改
正
を
、
市
議
会
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
中
央
保

育
園
・
母
子
生
活
支
援
施
設
三
鷹
寮
と
東
台
小
学

校
の
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
の
推
進
や
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
た
準
備
、
上
下
水
道
や
橋
梁（
き
ょ
う
り

ょ
う
）な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
耐
震
化
や
更
新

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま

す
。さ

ら
に
、「
都
市
再
生

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」と

し
て
、
公
共
施
設
の
利

活
用
や
再
配
置
な
ど
に

関
す
る
方
針
を
策
定
し

ま
す
。

「
未
来
へ
の
投
資
」は
、
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
創
る
だ
け
で
は
な
く
、
次

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代
へ
の

「
投
資
」で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
じ
か
保
育
園
の
開
設
や
、
七
小

学
童
保
育
所
の
建
て
替
え
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
、「
連
雀
学
園
」「
東
三
鷹
学
園
」「
お
お
さ

わ
学
園
」の
３
つ
の
小
・
中

一
貫
教
育
校
を
開
園
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
創

る
た
め
の
指
針
と
し
て
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ

ン（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
三
鷹
子

ど
も
憲
章（
仮
称
）」の
市

議
会
へ
の
提
案
を
目
指

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
地
域

回
帰
が
顕
著
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
大
学
や
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
事
業
や
活
動
の
連
携
と
充
実

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
通
じ
た
市
民

の
自
己
実
現
の
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

勤
労
者
や
高
齢
者
世
代

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安

心
し
て
快
適
・
健
康
に
生
活

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
高
環
境
・
高
福
祉
」の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
医
療
制
度
改

革
に
伴
う「
特
定
健
康
診
査
」

と「
特
定
保
健
指
導
」の
実
施

体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」の
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

介
護
予
防
事
業
や
地
域
ケ
ア
事
業
の
拡
充
の
ほ

か
、
制
度
改
正
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
の
国
や
東

京
都
へ
の
問
題
提
起
な
ど
、
基
礎
自
治
体
と
し
て

で
き
る
限
り
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を

果
た
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
３
つ
の「
未
来
へ
の
投
資
」の
取

り
組
み
は
、「
第
３
次
基
本
計
画（
第
２
次
改
定
）」

に
よ
っ
て
総
合
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
第
２
次
改
定
は
、
第
３
次
基
本

計
画
の
最
終
段
階
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
目
標
全
体
の
達
成
に
も
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
皆
様
か
ら
引
き
続

き
信
任
を
い
た
だ
き
、
市
長
と
し
て「
２
期
目
の

２
年
目
」を
迎
え
ま
す
が
、
心
も
新
た
に
、
誠
心

誠
意
、
全
力
で
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
す
。

平成20年度の市の予算案が、2月28日から始まった市議会定例会で審議され
ています。
新年度の予算案は、「未来への投資」として、①「都市再生に向けたビジョン」の

明確化と「ファシリティ・マネジメントの推進」、②地域や組織の財産である「人
・
財
・
」

の育成と「人間力」を育む取り組みの推進、③すべての世代の市民が安心して、快
適・健康に生活できる仕組みの確立、の3点を基本に据えて編成しました。
三鷹市は引き続き、「高環境・高福祉のまちづくり」による、「人間のあすへのま

ち」の実現に向けた取り組みを進めていきます。

一般会計 578億5,000万円
～「輝くまち三鷹」を目指して「未来への投資」を～

平成
20年度
予算案

新
年
度
の
施
政
方
針
（
概
要
）

三
鷹
市
長

「
都
市
再
生
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」の

明
確
化
と
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」

「
人
財
・
・

」の
育
成
と「
人
間
力
」を

育
む
取
り
組
み
の
推
進

す
べ
て
の
世
代
の
市
民
が
安
心
し
て
、

快
適
・
健
康
に
生
活
で
き
る

仕
組
み
の
確
立

2・3面に関連記事
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平成20年度　
の　

主な事業　

●一中・四中の学区域を東京都地域防犯モデル事
業の指定地域として、防犯活動の活性化と地域
防犯環境の整備に取り組みます。

35,000,000円
●木造住宅の耐震診断・改修助成事業の拡充を図
ります。 14,281,000円
●公共施設に自動体外式除細動器（AED）を追加
配置します。 3,123,000円
●所得の低い高齢者・障がい者世帯に対し住宅用
火災警報器を設置します。 6,728,000円
●都市型水害対策として雨水管などを整備しま
す。 470,044,000円

安全安心のまちづくり
プロジェクト

●地域ケア事業を、実施地区を拡充しながら推進
します。 15,805,000円
●災害時に高齢者や障がい者を支援する災害時要
援護者支援モデル事業を実施します。

2,146,000円
●授産施設や作業所などの経営ネットワークの構築
や自主製品の開発・販売の支援を行う「ぴゅあネッ
ト（仮称）」事業を実施します。 7,624,000円
●健康づくり目標「市民も地域も健康みたか

2010」の達成に向けた事業を推進します。
1,956,000円

●特定健康診査・特定保健指導を実施します。
149,934,000円

地域ケア推進プロジェクト

●公共施設の計画的な維持・保全を行うファシリ
ティ・マネジメントを推進します。

31,578,000円
●老朽化した中央保育園と母子生活支援施設三鷹
寮の建て替えを実施します。

260,510,000円
●小中学校の耐震補強工事を推進します。

365,718,000円
●老朽化した東台小学校の建て替えを実施しま
す。 272,972,000円

都市の更新・再生
プロジェクト

●コミュニティセンターや公園などの公共施設に
オストメイト対応トイレの整備などを行いま
す。 3,250,000円
●市道第414号線（北野地区）に歩道を設置しま
す。 23,032,000円
●三鷹駅南口駅前の道路のバリアフリー整備を推
進します。 30,000,000円
●ベンチのあるみちづくりを推進します。

10,000,000円
●視覚障がい者用録音図書の新しい形態である
デイジーシステムを導入します。500,000円

バリアフリーのまちづくり
プロジェクト

●「三鷹子ども憲章（仮称）」を制定し、普及・啓
発を図ります。 660,000円
●「星と森と絵本の家（仮称）」の整備に取り組む
など、絵本館プロジェクトを推進します。

137,751,000円
●弘済保育所を開設します。150,863,000円
●こじか保育園を開設します。 86,610,000円
●妊婦健康診査の公費負担の拡充を図ります。

64,471,000円
●学校の校庭の芝生化に取り組みます。

70,625,000円

子ども・子育て支援
プロジェクト

●グラフ誌を出版社との協働で発行し、「三鷹の
魅力」を全国に発信します。 7,991,000円
●観光振興の推進を図るため、みたか都市観光協
会への支援を行います。 16,523,000円
●花と緑のまちづくりを推進します。

22,553,000円
●遊び場広場（プレイパーク）事業を実施します。

3,587,000円
●南部図書館（仮称）整備に向けて基本プランの作
成に取り組みます。 2,500,000円

協働のまちづくり
プロジェクト

●「親子安心システム」や「地域SNS」の本格
稼働など、ユビキタス・コミュニティ推進基本
方針に基づく事業を進めます。

115,000,000円
●統合型地理情報システムを導入します。

33,820,000円
●市のホームページのリニューアルを行います。

53,983,000円
●金融機関のATMやパソコン、携帯電話から市
税・国民健康保険税を納付できるマルチペイメ
ントネットワーク収納サービスを本格実施しま
す。 26,725,000円
●ICタグを利用した図書館の新資料情報管理シス
テムを導入します。 19,158,000円

ユビキタス・コミュニティ
推進プロジェクト

●市内共通商品券事業への支援を行います。
17,400,000円

●自転車道などのモデル路線を整備します。
59,870,000円

●空きびん・空き缶の戸別収集を、モデル地区で
試行します。 160,714,000円
●がん検診の拡充を図ります。

120,777,000円
●大沢総合グラウンドの整備を進めます。

159,053,000円
●太宰治顕彰事業の一環として、「太宰治文学サロ
ン」の運営の充実を図るとともに、没後60年の
特別展を開催します。 31,755,000円

基本計画における
重点プロジェクト事業など

ë
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主催者　 対象・定員　 日時・期間　 場所・会場　 費用（記載のないものは無料） 持ち物　 申込方法　 問い合わせ　 託児あり問　申　物　￥　所　日　人　主　

平成20年度予算案は、市長の「施政方針」を軸に、①第3次基本
計画（第2次改定）の推進による行政需要への適切な対応、②地域主
権の確立に向けた市政運営、③行財政改革の推進と財政の健全性の
維持、の3点を市政運営の基本的な考え方に据えて編成しました。
一般会計と特別会計の予算総額は、955億3,782万7千円で、前年
度予算と比較すると、59億5,096万2千円（5.9％）の減となります。
一般会計の予算額は、578億5,000万円で、前年度予算と比較す
ると、12億6,635万6千円（2.2％）の増となっています。これは、中
央保育園・母子生活支援施設や東台小学校の建て替えなど、都市の
更新・再生のための建設事業に取り組むことや、後期高齢者医療特
別会計への繰出金を新たに計上したことなどによるものです。また、
弘済保育所、こじか保育園開設に伴う運営費も増となりました。
特別会計の予算額の合計は、376億8,782万7千円で、前年度予
算と比較すると、72億1,731万8千円（16.1％）の減となっています。
これは、老人医療特別会計が前年度予算比で105億3,670万9千円
（86.7％）の減となったことや、受託水道事業特別会計が5億9,379

万円（21.1％）の減となったことなどによるものです。
今号ではこうした平成20年度予算案の概要と、第3次基本計画

（第2次改定）の最重点プロジェクトを中心にした主な事業の内容を
お知らせします。
財政課@内線2125問　

一　　 般 会 計 57,850,000 56,583,644 1,266,356 2.2％

国民健康保険事業特別会計 16,389,494 15,930,933 458,561 2.9％

下水道事業特別会計 4,052,434 4,141,671 －89,237 －2.2％

老人医療特別会計 1,619,555 12,156,264 －10,536,709 －86.7％

介護サービス事業特別会計 1,261,989 1,262,867 －878 －0.1％

介護保険事業特別会計 9,219,423 8,599,596 619,827 7.2％

受託水道事業特別会計 2,220,024 2,813,814 －593,790 －21.1％

後期高齢者医療特別会計 2,924,908 ― 2,924,908 皆増

合　　　　　　　　計 37,687,827 44,905,145 －7,217,318 －16.1％

総　　　　　　　計 95,537,827 101,488,789 －5,950,962 －5.9％

純　　　　　　　計 88,852,145 95,368,385 －6,516,240 －6.8％

平成20年度
予　算　額会　計 平成19年度

予　算　額 増　（－）減

特
　
別
　
会
　
計

※「純計」とは、会計間の重複（繰出金・繰入金）を控除した額です。

※平成16年度の（ ）内の表記は、住民税等減税補てん債借換えに伴う重複経理を除いた数値です。

各会計別の予算額 （単位　千円）

一般会計と市税の当初予算額の推移 （単位　百万円）

歳入・歳出
総額

うち市税

59,381 8.8％ 57,164 －3.7％ 54,876 －4.0％ 56,584 3.1％ 57,850 2.2％

（54,841）（0.4％） （4.2％）

32,207 －0.3％ 32,537 1.0％ 32,961 1.3％ 34,712 5.3％ 35,110 1.1％

金額 前年度比 金額 前年度比 金額 前年度比 金額 前年度比 金額 前年度比

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

安全安心のまちづくりプロジェクト
地域ケア推進プロジェクト
都市の更新・再生プロジェクト
バリアフリーのまちづくりプロジェクト
子ども・子育て支援プロジェクト
協働のまちづくりプロジェクト
ユビキタス・コミュニティ推進プロジェクト

歳入予算歳出予算

「平成20年度施政方針・予算概要」（1冊200円）「平成20年度三鷹市
一般会計・特別会計予算及び同説明書」（1冊1,000円）は、相談・情
報センター@内線2215（市役所2階）で販売しています。また、「施政
方針・予算概要」は、市のホームページでもご覧いただけます。

4億8,702万円
0.8％
（1人当たり　2,736円）

→

議会費
市議会の運営に

81億8,129万円
14.1％
（1人当たり　45,962円）

→

総務費
市役所の運営、コミュニティ、文化、安
全安心対策などに

243億7,045万円
42.1％
（1人当たり　136,913円）

→

民生費
社会保障、子育て支援、高齢者・障がい
者福祉などに

45億2,812万円
7.8％
（1人当たり　25,439円）

→

衛生費
健康増進、ごみ処理、公害対策などに

50億5,788万円
8.7％
（1人当たり　28,415円）

→

土木費
道路、公園整備、緑化対策などに

23億4,747万円
4.1％
（1人当たり　13,188円）

→

消防費
消防や防災対策などに

46億7,512万円
8.1％
（1人当たり　26,265円）

→

公債費
市債（借入金）の返済に

74億3,723万円
12.9％
（1人当たり　41,782円）

→

教育費
小中学校教育、社会教育、スポーツ振興
などに

23億1,846万円　3.9％
（1人当たり　13,025円）

→

その他
前年度決算の繰越金や財産売払収入など

※1 ％は、一般会計予算額に占める割合を、矢印（ ）は、前年度予算と比較した増減の傾向を示しています。
※2 1人当たりの金額は、平成20年度の人口見込み（178,000人）で割り返した金額です。

一般会計予算 578億5,000万円（1人当たり325,000円）

7億6,542万円　1.4％
（1人当たり　4.300円）

→

その他
消費者・勤労者対策、農業・商工業振興
などに

351億1,011万円
60.7％
（1人当たり　197,248円）

【内訳】 個人市民税 169億 187万円
法人市民税 15億9,401万円
固定資産税 123億9,478万円
その他 42億1,945万円

→

市税
みなさんからお預かりする税金

36億8,547万円
6.5％
（1人当たり　20,705円）

→

各種交付金
使い方が定められていない国・都からの
交付金など

13億2,770万円
2.3％
（1人当たり　7,459円）

→

使用料・手数料、分担金・負担金
保育料やごみ処理手数料など、みなさん
に負担していただく収入

64億463万円
11.1％

（1人当たり　35,981円）

→

国庫支出金
使い方が定められている国からの負担
金・補助金

49億8,954万円
8.6％
（1人当たり　28,031円）

→

都支出金
使い方が定められている東京都からの負
担金・補助金

15億6,409万円
2.7％
（1人当たり　8,787円）

BANK →

繰入金
基金（貯金）のとりくずしなど

24億5,000万円
4.2％
（1人当たり　13,764円）

工事中　

→

市債
建設事業などのための借入金

→
→

（代表） @0422-45-1151

ユビキタス
（ubiquitous）

ラテン語で、「どこで
も」「あらゆるところに」
という意味。
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